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研究成果の概要（和文）：大学でのEMI (English-Medium Instruction)すなわち専門科目を英語で教える授業に
おけるアクションリサーチ及び分析に基づいて、内容の学習と同時に、母語話者の言語文化的枠組みを越えた国
際英語(ELF)(English as a Lingua Franca）の学びを達成するための方法論 CELFIL(Content and ELF 
Integrated　Learning)を開発した。ELFにおける相互行為能力の養成を目的としたOSGD (Observed Small Group
 Discussion)等の活動から成る。

研究成果の概要（英文）：Based on action research in, and the analysis of, actual EMI (English-Medium
 Instruction) classes in higher education, this study developed a methodology called CELFIL (Content
 and ELF Integrated Learning). The method is aimed at the simultaneous learning of content and ELF 
(English as a Lingua Franca), the latter of which goes beyond the linguacultural frame of reference 
of native speakers. CELFIL includes an activity called OSGD (Observed Small Group Discussion), 
intended for the training of interactive skills in ELF.

研究分野：「国際英語」教育
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１．研究開始当初の背景 
近年、日本をはじめとして、いわゆる英語の 
Expanding Circle （母語や第 2 言語ではな
く外国語として英語を用いる国々）の高等教
育 に お い て 、 EMI (English-Medium 
Instruction) 授業、すなわち専門科目を英
語で教えるクラスが増加している。その環境
での英語使用者は、受講生及び教員ともに非
母語話者が中心である。これらの EMI 授業を
利用し、今日のグローバル社会で必要とされ
る英語能力としての、母語話者の枠組みを越
えた「国際英語」(ELF, English as a Lingua 
Franca も し く は  EIL, English as an 
International Language）の能力を養成する
ことが可能なのではないかと発想した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、EMI 授業を再構成することによっ
て、内容の学習と同時に、母語話者の言語文
化的枠組みを越える国際英語 (ELF/EIL) の
学びを達成するための方法論  CELFIL 
(Content and ELF Integrated Learning) を
開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
英語非母語話者の外国人留学生と日本人学
生が共に学ぶEMI授業である研究代表者の大
学院クラスにおいて、授業撮影・受講生アン
ケート・受講生インタビュー等によるアクシ
ョン・リサーチを行い、CELFIL の具体的な方
法について考察した。 
また、さまざまな学問分野における EMI 授業
として、工学・数学・経営学・美術史・言語
学・文学・教育学等の EMI 授業を観察し、授
業撮影・受講生アンケート・受講生インタビ
ュー・教員インタビュー等を実施することに
よって、教授法の分析を行った。 
これらの作業を通じて、CELFIL の方法論の構
築を行った。 
 
４．研究成果 
EMI 授業における CELFIL (Content and 
English as a Lingua Franca Integrated 
Learning) の教授法について、CLIL (Content 
and Language Integrated Learning) (e.g. 
Coyle, Hood & Marsh, 2010) の理念を援用
しながら、Anthony (1963) の古典的枠組み
である Approach・Method・Technique の形で
描出した。また、Richards & Rodgers (1982, 
2014)の Approach・Design・Procedure の枠
組みを CELFIL に適用し、さらに詳細に記述
した。 
CELFIL における具体的な手法として開発し
た活動の中で最も顕著なものは、ダイナミッ
クかつ流動的なELFのインタラクションにお
けるコミュニケーション能力を、EMI 授業に
おいて効果的に習得するための OSGD 
(Observed Small Group Discussion) という
方法である。この OSGD の詳細な手順とその
意義について明らかにした。 

これらの研究成果は、著書 EIL education for 
the Expanding Circle: A Japanese model 
(London: Routledge, 2018)の出版に加え、
国際学術誌論文、国際学術書章執筆、国際学
会発表（招待講演含む）等の形で発表した。 
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